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　大気中に 浮遊す る 花粉は ，吸 入 ア レ ル ゲ ソ と して ，鼻

炎そ の 他の 気道疾患や 眠疾患 の 原凶 ｝こ な る と考えられ ，

そ の 種類 と大気中濃度 とは疾病との 関連 に お い て，世 界

各燐 で 観察され ， 報告 され て い る
1）：）3）“ 5ns ）u ）．

　米国 で ほ すで に 1946年以来，空中花粉 の 観察上 ，一
定

の 捉約 が 設け られ
6＞， 各州 各所で 調査さ れ ， 現在で は 天

気予報と並 ん で ， シ
ーズ ソ 中各地方の 花粉釀度分布が報

ぜ られ ，旅行者あ るい は 花粉症患者に 注意を喚気 して い

る ，

　 日本に お ける空中花粉｝こ つ い て は 東京都文京 区
7），〔

黒 区肌 千葉県翠志野市
7）9／，神奈川県相模原市などで 調

べ られ ， す で に 報告がある が，まだ ア レ ル ギ
ー

学 的 観点

よ ウの 調 査は 充分 とは い い が た い ．

　著者 は 国立相模原病院に おけ る諸種 7 レ ル ギー性疾患

と各種 花 粉 との 関 係 を 調ぺ ，同時に こ の 地 方の 花粉症患

老 の 疫学的考察に 多少と も役立 ち た い と考 え，王958年B

月以来，国立相模 原病 箋 講内で 空中花 粉 を追 求 し た ．

　1958年 と1959年の 成錻 に つ い て は すで に 報告 した の

で
：D｝u

  以下 1960年か ら三953年 まで と 1965年 の 成 績に つ

い て 報告す る．

　　　　　　　　　 硬 究 方法

　1960年か ら1963年まで は 図 工の よ うな孤状花粉検索器

を 使用 した ．ス ラ イ ド ・ガ ラ ス に 薄 く，ワ セ リ ン を 塗 り，

花粉検索器 ｝こ装置 し，24時間後に ，ス ヲ イ ド・ガ ラ ス 上

の 2 ヵ 所 に グ リ セ リ ソ ・ジ ：L り一を溶か して 工滴ずつ 落

し，お の お の IC　18× 18  z
の カパ ー・ガ ラ ス を載せ る，

そ れ ぞれ の カ パ ー・ガ ラ ス の 1まぽ 中央部 に 1 × 1cmZ の

印 を 押 し，両方 の 印 の な か の 計 2cm2 の 花粉 の 種類 と数

を鏡検 し．平均をとつ た ．検索器 は ア レ ル ギー
病錬に 近

い 中庭で 1．4m の 高 さ と10．8m の 屋 上 とに 備 えた ．

　1965年に は 米 国 の 標準花粉検索方法 （Standard　 Sam．

pllng　Device）
E，

に な らい ， 地 上 19．5m の 屋上に ，図 2

の よ うな標準花粉検索器 を備 え た ．花 粉 検索方法 は ，ス

ラ イ ド・ガ ラ ス に ワ セ リ ソ を塗 り 1　24時間放置後に ，

Calverla’s　so1Ution を 落して ， カバ ー・ガ ラ ス を 載せ

　　　　　　　 図 1　 弧 状 花 粉 検 索 器

黶 2　　Standard　Sampling　Apparatus
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写真 1　 有心 型

花粉 症 に 関す る 帝 究

ス ギ　（C ！
・
yPt  meria 　japonlca）

接 賑 レ ソ ズ 10×，対物 〃 ズ 40 ×

　　　　写 ．真 2　有嚢型

4

　ア カ マ ツ （Pinus　dens£fl。 ra ）

接 躁 レ ソ ズ 10x ，対 物 レ γ ズ 40x

写真 3　赤道上 4 孔 型

写 真 4　 3溝 孔 型

ク ・ ギ （Q … CU … utl ・・lnift）

接 眼 レ ソ ズ 10X ，対物 レ ソ ズ40 ×

　　写 真 5　刺 状 絞 3 溝 孔 型

．
’
｛．：

ブ タ ク サ （Amb … ia　a ・し・mi ・if・lt・ ・
1a

・ elat Σ。 ・）

　　 接眼 レ ソ ズ 10x ，対物 レ ソ ズ 40×

写 真 6　散 孔型

霾
趨

餐
4．

L

　ハン ノ　キ　（Alnus　japOnica）
接 眼 レ ソ 刈 o× ，対 物 レ ア ズ ・；o×

シ ロザ （Chenopodlum　album ）

撚 艮 レ ソ 刈 o× ，対 物 レ ン ズ 40 ×
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写 真 7　 単 ロ 型

ス ス キ　（MiscanthUS　sinensis ）
接 眼 レ γ ズ 10× 対 物 レ ソ ズ 40×

る．lcm2 を鏡篏す る方滋 は，接眼 レ ン ズ 10x．対物 レ

ン ズ 10x を 使 用 し て 、18× 18 
翆

の カバ ー。ガ ラ ス の 上

を ， 0，7  串で 無作意に 4回鏡検しな が ら往復す る．す

な わ ち O．7x18x8 ＝ 100，8mm2 ≒ Icm2 を鏡検 し た こ

こ に なる，

　花粉 の 鑑定 は 植物自然分類に 従い ，種 の 域 ま で 分析 さ

れ る の が 望 ま しい が ，鑑定の 難 か しい もの もある の で，

幾瀬 の 花粉型分類 に 従い
，有心 型 ， 省嚢型，赤道 一ヒ多 （2

〜 7 ） 異型 ，3満孔 型，刺状紋 の あ る 3 溝孔型，散孔型

お よび 単 口型 に 大別 した ．こ れ ら花粉型 を 示 す代表的花

粉 を 写真 1〜7 に 示 す．こ れ ら以外 に も多数 の 花粉型 が

あ り ，
こ の 地方 の 空中花粉 では 無 口 型 ， 倒卵型，多孔異

極面型ある い は 2 お よび 4 集粒型な どもみ られ るが ， そ

の 数 は 極 め て 少 な い ．こ れ ら花 粉型や ，大ぎさ，表 面 の

紋様などの 顕微鏡所見と当調査場所 お よび そ の 周囲 の 櫃

物，特 に 風媒花植物 の 分布，こ れ ら植物 の 開花時期なら

び に 内外 の 空中花粉 の 文献
珊 珊 珊 柵 川 1価 職 ：η

な ど

を 参考 に し，明 らか に された 花粉の 植物名を各花粉型 の

下 に 列 記 し表 1 に 示 した ．

　ま た 空中花粉数 と気象との 開係も検討 し たが ， 気象 の

資料 は 東 京都 気象 月 報の 東 京管 区 気象台の 気 象衷 ，町 田

市 の 降爾状況 お よ び 相模原市消防署の 気象月報 に よつ

た ．

　　　．　　　　 　 環　　境

　相模 原市 は 神奈 川 県 の 中央北部を占め ，北 は境川 で東

京都町 田 市 と，南 は 相模川で 厚木市 と境 された台地上 に

あ り，国立梠模原病院 は 市 の 東南寄 りに 位置し，北緯35つ

30
’
，東経 13ge　23

’
．海抜 90　m で あ る．周 囲 に は 檬 とん

ど田 は なく，大部分が畑 で ，針葉樹林や落葉濶葉捌林も

多い 、近年 1都の 畑 は 宅地あ る い は 工 場地 に 転換 し つ つ

あ り，そ の 問雑草の 茂つ て い る土 地も少な くな い ，

　病院構内は 広 く　 （約285
，
000m2） 種 々 の 植物が 植え

られ て い るが ， 雑草も茂る の で ，5 月か ら 9 月 の 問に 童

〜 2 回草刈 りが行 な わ れ る．

　　　　　　　　　　実験成績

　1） 詑粉総数 の 季節的変動

　図 3 は 中庭 （地 上 1．4m ） で 1959年か ら1963年まで ，

表 1　 空中飛 散花 粉 の 種類 神 奈 川 県 相 模 原 市

花 n 型　il

裸　 子 　植　勃 被 子植 （双 子 羹 類 ） 〃 （単 子 葉類 〉

有 心 型 有 嚢型 …
（喪導〜髭型｝3 溝 散孔i束彗薫馨鑑i散 孔 型 　　 そ の 他　　単 口 型 　　 そ の 他

種

類

i・ 櫓 i● ツ 科 i・ ・ ノ ・
−ae　lt−　v．遡 ・ ・ 科 　

｝
・ ・ ザ 科 ：… 科 i

i慧撃1†1｛1含
1：鶉
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〔カ　 ヤ 〕
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艀蕩
1そ の 他 i
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　　　　　　iE
シ ギ シ

l
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図 3　 空 中 花 粉 総 数 の 変動 （神奈川県 相模原市）
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屋上 （地上 10，8m ）で 1960年 9 月か ら1963年まで 孤状花

粉検索器を使用 し，1965年に は 別な 病練の 屋上　（地 上

19．5m ）で 標準花粉検索方法で 前述の よ うに し て花粉数

を 調べ ，7 日間 ご との 平 均を と り，縦軸に 示 し た もの で

あ る．花粉の 飛散す る の は 主 と して 毎年 ， 2 月下旬か ら

10月 中旬 まで の 期間 で 次 の 4期 に 分け られ る．

　第 1期 ： 2 月下旬か ら 5 月中旬まで の 最 も空中花粉の

多い 時期．

　第 2期 ： 5 月下旬か ら8 月中旬まで の 比餃的花粉の 少

ない 時期，

　第 3期 ： 8 月下旬か らIO月中旬まで の 比較的花粉 の 多

い 時期，

　第 4期 IIO 月下 旬か ら12月中旬まで の ほ とん ど花粉 の

み られない 時期．

　 こ れ ら波彩 iこは 中庭 で も屋上で も，毎年同 じ傾向が 認

め られ る が ， 波形 の 高 さは 年 に よつ て 著 し く異な る．以

前 ｝こ報告 した 1958年〜1959年の 成績 に 比べ る と，1960年

以後の 方が 1年中を通 し て花粉数は 多い ．

　2）　各種 花粉の 季節的変動

　表 三の よ うな花粉型分類に 従い ，7 日間 ご との花粉数

の 平 均を とつ て ， 1961年 の 地 ．ヒ 1．・1m で の 成穎だ けを 図

4 に 示 し，同 傾 向 が認 め られ た 他 の 年 の 成 績 ，お よび 屋

上 で の 成績の 図は 省略 し，以下文中に 概略す る，図 4 と

表 1か ら図 3 の 各波形 を 搆戎す る花粉の 種類が わ か る．

　第 1期 ： 有心型 や 有嚢型を 示 す裸子植物の 花粉が圧鋼

的 に 多 く， 赤道上 多 （2 〜7 ＞孔型や 3 溝孔型を 示す双

　 図 4　 空中各種花粉 の 季節的 分 布
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子葉類 の 樹 木 の 花粉 もか な りあ る、

　有心 型花粉は 年に よつ て 異な るが，7 日間 の 平均が 4C

〜 169飼み られ る．ス ギ （Cryptomeria　japonica）や サ

ワ ラ （C｝磆 mae （ 〉
’parls　plslfet

’
a ＞，ヒ ノ キ （Chamaecyparis

obtusa ） で 大郡分を占め る ．有嚢型 は36〜77個 み られ ，

ほ とん ど全部を ク ロ マ ツ （P重nUS 　 tbumbergii ＞ とア ヵ マ

ッ （Pinus　densi量bra） で 占め る、

　赤道上 多孔型や 3 溝孔型の 花粉は 年に よつ て は ，それ
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それ30飼に 達つ す る こ ともあ る ．主な花粉 は赤道上多孔

型 で は カバ ノ キ科 （Betulaceae） の ハ ン ノ キ 属 （Atnus

sp ．）や ク マ シ デ属 （Calplnus　sp ．），
ク ワ 科 （M 。 raceae ）

の ク ワ （MDrus 　sp ．） ニ レ 科 （Ulmaceae）の ケ ヤ キ （Zer
−

koua 　 serrata ） や エ ノ キ （Celtis　sinensis ）などで ， 3 溝

孔型 で ほ ヤ ナ ギ科 （Salicaceae），カ r デ科 （Aceraceae），

ブ ナ 科 （Fagaceae＞ の コ ナ ラ 　（（⊇uercus 　 serrata ） ク ヌ

ギ （Q．acutisima ）、シ ラ カ シ （（⊇、　myrsinaefblia ） な ど

で あ る．

　 こ れ ら樹木 の 花粉以外 に ， 単 口 型を示すイ ネ科 （Gra−

mlnae ）の タ ケ や サ サ の 類 や，散孔型 の ア カ ザ 科 （Cheno ・

PQdiaeeae） の 花粉も少数に み られ る．

　 こ の シ
ーズ ン は 花粉 の 種類や 数 が 多 く，科の 域まで も

明 らか に 鑑定 されない もの もあるが，それ らの 花粉数は

非常 に 少ない ．

　第 2 期　樹木の 花粉は ほ とん どな くな り ， 3溝孔型 で

は タ デ 科 （Polygonaceae ）の ギ シ ギ シ 属 （Rumex 　 sp 、），

刺状紋 3溝孔型 で は キ タ科 （Cempx ｝sitae ）の ヒ メ ジ ヨ オ

ン （Erigeron　annuus ）． 7 月下旬に ブ タ ク サ （AmbrGsia

a 「te 「nisifo ！ia　 var 　 elatior ） や ク ワ モ ボキ （A ．　trifida ），

散孔型で は ケ シ 科 （Papaveraceae ＞ の タ ケ ニ グ サ （Ma −

cle ＞
・a 　 cordata ） が み られ る．イ ネ科 の 花粉もみ ら れ る

が，7 月に は ほ とん どみ られ な くな る ．こ の シーズ ン は

花粉数が 少 なく， タ ケ ニ グサ が 196i年に 中庭 で2G掴 ，
ヒ

メ ジ ヨ オ ン が 1960年に 中庭 で 12個み られ た の が 目立つ に

過ぎ ない ．

　第 3期　イ ネ 科 の 花粉 が 14〜 163個を 示 して い る．こ

の 科 に は 多 くの 種類 が あ り， しか もお の お の の 花粉は 互

に 識別可能な顕徴鏡齎見 に 乏 しい の で ，開花時期，調査

場所周 囲 の イ ネ科植物の 分布 お よ び花粉産生状況を考慮

して 分析す る と，
メ ヒ シ バ 属 くDigitaria　 SP ・），エ ノ コ Pt

グ サ 属 （Setaria　 sp ．），ス ズ メ ガ ヤ 属 （Eragrgs巨s　sp ．），

ス 入 キ 〈Miscanthus 　sinensis ），チ カ ラ シ バ （Pennisetum

alGpecuiDides ），　トダ シ
・バ （Arundinella　hlrta）　な どが

多 く，特 に ス ス キ が 顯著で あ る．

　 キ ク 科 の ヨ モ ギ 屈（．Arternisia　sp ．）は i2〜36催 を示 し，

ブ タ ク サ や ク ワ モ ドキ ， ク ワ科の カ ナ ム グ ラ （Humulus

japonicum） そ の 他 ア カ ザ 科 や ヒ ユ 科 （Amaranthaceae ）

の 花粉もあるが，数は 少ない ．

　 刺状紋 3 溝孔型花粉は空中で は 大部分 が キ ク科 で あ る

が ， 同科の ヨ モ ギ 属 花粉は 痕跡的 に しか 刺状紋 は み られ

な い ，なお ，
ブ タ ク サ 属と ヨ モ ギ属を特に キ ク科 か ら離

して 扱 つ た ，

　第 4 期 ； 7 日 間 の 平均 が 1個 以 下 の こ と もあ る ．有嚢

型 や 刺状紋 3溝孔型花粉がある．

　以上 に 挙げた ほ か に も明らか に された 花粉 が あるが，

そ れ ら も表 1に 示 した ．ま た 科〜毬まで 分析 され な い 花

粉 もある が，それ らに 含 まれ る花粉数は非常に 少ない ．

　3）　主な空中花粉 の 種類

　 7 日間の 平均で 10個以上 あつ た の は ス ギ，サ ワ ラ ， ヒ

ノ キ，ク ロ マ ツ ，ア カ マ ツ ，ス ス キ お よ び ヨ モ ギ で 、年

に よつ て は ケ ヤ キ ， ク ヌ ギ ，
コ ナ ラ，タ ケ ニグサ ，ヒ メ

ジ ヨ オ ン，お よび チ カ ラ シ バ などで あ る ．また ク マ シ デ

属， コ ナ ラ 属の シ ラ カ シ な ど，イネ科の エ ノ コ ロ グサ

属，メ ヒ シ バ 属，ス ズ メ ガ ヤ 竊 ， ト グシ バ や種まで 明 ら

か に されない もの で も，
10｛潤に 達 つ する もの もある．

　以上 2）と3）の 項 で 挙げた 花粉数は何れ も 7 日間 の平均

で あ る．

　4）　ブタ ク サ展花粉とタ ケ ニ グサ花粉

　花粉症の 原因 とし て 最 も よ く知 られて い る プ タ ク サ や

ク ワ モ ドキ の 花粉は 米国で は 場所 ｝こ よつ て は ，
Ragweed

season とい わ れ る程多 く空中に 飛散す る．中庭お よび屋

上で の ブ タ ク サ 属花粉 の 変動を図 5 に 示 した ．

　 7 月30日に ブ タ クサ 花粉 が み られ た こ と もあ る が ，大

体 8 月 10日荊後か らみ られ る．ピーク は 8 月下旬 ， 9 月

上 旬で 1 日 1cm2 中 5 個位 で あ る が，1962年の よ うに 9

図 5　 ブ タ ク サ 属花粉 数の 変 瞰

　　　神 奈 川 県 相 漢 原 市

年
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去 2　空 中 各種花 粉 の 最 高 落 下 数 （ne！cmZ ！day）
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医 6　 タ ケ ：．グ サ 花粉数の 変動

　　 神奈川 県 相模 原 市

全羇．一笙 上 細 睡 ｛・宅上 粥

」

ソ^
＾

ー一
フ一
1

【口冒
尸ρ層
“
U￥

己

、
丿

つ乙
）（

｝も6

：twt 崇調憂

　 i40i

月下旬に 15個み られ た こ と もある．

　こ の 調査で 特異的 と思わ れ る の は ケ シ 科 （Papas
’
era −

ceae ） の タ ケ ニ グ サ の 花粉 が飆 当数落下 し て い る こ とで

あ る ．こ の 花粉は散孔型 で 大 きさ，表爾の 性状が オ オ バ

コ 科 （Planlaginaceae）｝
．一似 て い る が 、周囲 の 状況，開

花期 ，花粉標本を直接比較して も異な る．図 6 に 1960年

か ら1963年まで の 中庭 お よ び 1961年 と1963年の 屋上 で の

タ ケ ニ グサ 花粉の 変動を示 した ．

　多い 日に ぽ45翹み られた こ ともあ る ．7 月中句か ら 7

月下旬に 大体 ピーク を示 し、8 月下句t で 少 しずつ 落下

し て い る ．

　5）　各種花粉の 飛 散期間 と最 高 落 下 数

　表 2 に各種空中花粉の 飛散期間と各隼の 24時間 の 最高

落下数を示 した ，衷中刺 状敏 3溝 孔 型 の ブ タ クサ 属 と ヨ

モ ギ 属花粉 お よび散孔型の タ r ニグサ 花粉は 特に 別 に 記

載 し た ．

　飛散期間 も年度 に よ り多少異な るが ，こ の 表で は 各花

粉型の 花粉数が 5 側以上に なつ た 各年度の うち で，最 も

早 い 日を 飛散期 間 の 始 と し，5 観以 下 に な つ た 最 も遅 い

日を 終 と し た．しか し 飛散花粉数の 少 な い 赤道上多孔型

の 秋 の 花粉 ，刺状紋 3孔溝型花桧，散孔型花粉は 期間 の

始 と終が ，また ブ タ ク サ や タ ケ ＝ グ サ は終 が 朋 らカ・に 定

め 難 い ．

　調 査期問中で は ユ961年4 丿れ 日に 10，8m の 屋上 で 54B

個 勝 示 され た の が 最高 で あ る．各花粉型の 花粉数 は 年度

に よ る 差 ぽ 著 し く，特 に イネ科の 花 粉 で は 多い 年 と少 な

い 年 とで は約 10廣の 差 が示された ．

　 6） 高 さによ る相違

　以上 は 地上 1、4m ，10．8m お よ び 調査方法 が 異 な る

が ，19．5m で の 調査 成 績 で あ るが，こ れ ら表 2 ，図 3 ，

5 ，6 の 成 績か ら高 さに よ る 花粉数 の 相違を 比 較す る
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と ， 樹木の 季節 （Tree　seas 。 n ）に相当す る第 1期で は ，

マ ツ 属以外は 10．8m の 方が 1．4m よ りも多く，ブ タ ク サ

で は 大差な く， イ ネ 科，タ ケ ニ グ サ ，ヨ モ ギ は 1．畑 の

方が 10．8m よ りも多い 傾向が み られ る ．1965年に は 地上

19，5m だ け で 調ぺ た が
，
　 y ケ ニ グ サ と ヨ モ ギ が 非常に 少

な い の が 昌立 つ て い る，

　地 上 1．4m の 花粉調査場所は 約20m の 間隔で ， 高さ 6

m の 病糠｝こ は さ ま れ ， ア カ マ ツ ， タ ケ ニグサ ，ヨ モ ギな

ど が 生 え て い る ．また io．8m の 調 査場 所 の 周囲 に も，

1960年に は雑草が茂つ て い た ．こ れ ら周囲の 植物の 多少

が ，花親数 の 増減 に 大 きく影 響 し，高低 に よ る花粉数の

絹違 は 閣らか に し得 な か つ た ．しか し 19．5m の 高さで

も，総花粉数 か らみ る と決 し て 少なくは なつ て い ない ．

　　　 表 3　標 準花 粉 検 索 器 と 弧 状 花 粉 検 索器

　　　 ユ965年　2月2811〜　3月26日　　地 上 19．5m

月 日 天

粉

器 

数

や

し剿

索「

粉

標

検「

花

228i 晴　　卩 37觸1cm2
3　　1　1　9r／／く　も　り　　　　22
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1・4

　 32

花 粉 劑 比

8聰 1cm露
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7 ）　標準花粉検索方法　 （Standard 　Samplin
@De ・ Vice ）と の

比較 　1960 〜1963年に

査した 方 法と 標準花粉

索 方法との 主

相 違点はり花粉検索器，ii ）標本作製方法 ， 　iii ）鏡

方法の 3 点 で ある． 　 i ） 花 粉 検索 器 　 1965
2 月 28 日から 3 月26 日までの有 心 型花 粉 飛散期 閣，

よび5 月i   H から6 月9 日まで の 有獲 型花 粉を主 とする
飛
散

間に、地 上19． 5m の 屋上 で両検索器を使用 し ， 落下花 粉

を比較した ． 標本 は両者ともCalverla ’s

lutlon で 染 色 し た． 有 心型 花

飛 散期 間での両 者の成 績は 表3に示 した．有嚢型花 粉

散期間の成績もほ ぼ 同 傾向が認められた ので表は 略

た． 　雨の降らな い目 や 雨 の少ない日1 こ は 標準花

検 索 器よ り瓢状花 粉 検索器の方が2 〜 3倍位花粉数

多く ， 雨 の 降 る日 は両 方とも少なく，特 に 孤状花粉

索器の方が少 ないHもあ る． 綜合す る と 孤 状花粉 検 索

と 標準 花 粉 検 索器 での 花粉 数 の 比 は

心型花粉飛散期間で L8 ，有

型花 粉 飛 散期 間 で2．2 を示 し た．掩蓋の な い 自然 の

ま の 落
下 数 は さら に 増 す も の と 思 わ れる． 　 i

j 漂本作 製方 法 の比較 　 グリセリγ。ジエTJ 一 は

温 され，溶 解さ れ て ， 落さ れるの で． ス ライドガラ

上の

セリ ソも流動性 を 増 し て， 花 粉と共に 標 本 の辺 縁 に

動 する可能 性が あり ，ま た染 邑性 がないので，見 逃 され

花 粉 もあ る と 考 え ら れ る ， 　 花粉 採 集室でギシギシ花
粉
の

取中，スライドガ ラ ス を 2 枚 ず つ ， 5 個所 （ ［ 〜 V ） に放 置

， 30 分 後に， 各
個

所 の 1 枚 は グ リ セリ ン ・ジ エ リ ーを

1 枚 は Calverla ’ssolution を使 用して

各 ス ラ イ ド・ ガラスの左右 2 ヵ 所 に 18x18mm

ﾌ カ バー 。 ガ ラス を 載せた ， 各カ バ ー ・ ガラスのな
か
を顕微鏡で無 作意に，

m2 （e ． 7x18x8 皿 m り 内の花粉数を算え，その成

を表4に示し た ．

@ グ リセリン・ジ エリ

で 封じた方 は Calverla ’ s 　so 】ution
ﾅ 封

じ

た方よりも 少なく ， そ の
比

は 0 ． 54 〜 1 ． 25 ，平均

， 85 を 示 した． 　讃） 鏡検方
法
の 比 較 　ii ）

項 の グ リ セリ γ ・ジ エリー封入，無作
意
選択 lcm2 （ O ．7 ×18 ×

m ：）
内

の花 粉数 を 算え た 標 本 で ， さ ら に

パー・
ガ
ラス 中 央 部 1cme の なかの花 粉 数 を 算 え ， そ の成 績
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　 図 7 　空 中 各 蓮 花粉 の 季 節 的分 布
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　 　 　 　 　 ユc皿

ヨ

　1　 隻cmT

グ リ セ リ ソ ジ ェ リー法

雛 旅
無 選 即 飃 騒 ・ の 鹸 f蒜部

…  ・ 吐

1 奮
16

嬲
9
幣 … 8：lli76幣団

2

繻
　 左 　　 300
H
　 右 　 　 311226

　　 0．79
237　　 0．76191

　 　 0．64
ユ8王　　 O．58

蜷 　lll240　　 0，86
170　　 0，65

］99　　 0，71
145　　 0，52

嬬 　钁

v 豪 疆

373　　　1、25　　　　148　　　0，49　．
2ユ9　　　　0．77　　　　172　　　　0，61

霧 1：器　1曽ilil§
　 　 　 　 　 　 　 　 　 一　一L

計 ，
29・2247 ・ い・8・ 1852　 　 G，64

　グ P 七 リ ノ ・ジ エ リ
ー封入，中央部 lcm2 内の 花粉数

は 1・］漂本 の 無 作意選 択 1cm2 内の 花粉数とは O，75の 比 が

示 され tCal
、
．
erla

’
s　solUtion 宴絶 ， 無 1乍意選択 lcm ：

内

の 花粉数 とは O，64の 比 が示 さ れ た ．

　 i） の 調査は 室とし て ス ギ とサ ワ ラ お よび マ ッ 属 に．っ

い て 行な わ れ ，iiとiii） は ギ シ ギ ・；，花扮に つ い て 行 な わ

れ た もの で あ るが ， 他の 花粉 で も大差は な い と 考えれ

ぽ ，以上 i） とiii） の 成 績か ら1960〜1963年の 成螢は 標

準花粉横素方法に 従つ て 調ぺ た花粉数 よ り

　 L81xD ．64≒ 1．16あ る い は

　220xO ．64≒ M1 焙泣大 きな 値を 示 し た と 考え られ

る ．

　8）　揉準花粉検索方法 で の 成績

　1965年に 高 さ 19．5m の 屋上 で 糠準花粉検 索方 法 に 従つ

て 調査 し， 総花粉数の 7 日間 ご との 平均 は 図 2 に ，各種

花粉型 の 飛散期間と最高花粉数は 表 2 に 加え，1960〜19

63年 の 調査成績 と比較 した が ，図 7 に 各種花粉型 の 毎 日

の 変動 を示 した ．

　 ほ ぼ 1960〜1963 年の 成 級 と 同様の 傾向が 認 め られ た

が ．有心 型花紛で ス ギ よ りもサ ワ ラ や ヒ ノ 季 の花粉が多

い こ と，イネ 科 以 外 の 草本 類 （Weed ） が 少 な い こ と，

各種花粉特に 数 の 多い 裸子1 物花粉 で 日に よ る変動が著

しい こ とな どが示 された ．

　 9）　気象との 関係

　先述 の 表 3 か ら空中花粉数に お よぼ す 天 候 の 影響が考

え ら叙 る ．図 8 に 各 年 の 3 月 の 7 日問 ご との 花粉数の 総

和の 変動を示 した ．上 旬の ス ギ と下旬の サ ワ ラ が主で あ

疋坪鬣
癲 …／宀

7鱒

εδ05eo4

£030G26sICIo

蟹 8 　 空 中 花 粉 数 と 気象

　　年醐 変動 （3 月 ）

）
一
？ヨ 8・｝4日 15−2旧 22 ISB
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るが ，こ れ らの 変動は年に よつ て か な りの 相異がある．

こ れ ら変動 の 1 要素 と思われ る天候 との 関係を図 9 ；こ示

し た ．

　図 9は 工 日申晴，曇あ るい ば 雨の 日 を対照 とし，晴の

ち雨 などの よ うに 天 候の 変化の あつ た 日を 除 い て
， 花粉

数との 関係を示 し たもの である，雨の 日iこ は 花粉数は 大

体 30個以下 で あ るが ，晴 の 日 に は 200あ るい は 300僂 を

越 え る 日 もあつ た ．曇 の 日に は 大体晴と雨の E の 中間を

示 すが ，晴 の 日 よ りも 多い こ と もあつ た ．

　図 9　 空 中 花撈数 と 気 象

年 間 変動 （3 月）一 天 候 一

象1鋤 貴臣諾 露．＿
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図 10　空 中花 粉 数 と 気 象
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図 11空 中 宇E粉 数 と 気 　｛

一
降 　夲 　量 一　　t96S＃3．4．5月

　 　 　 　 　 　 1956耳3，4．5月

iC・G
‘

尉
　 3c・　 切 　　50　 6β　　 ft， 80％「0　1t 　34SE ？8　to　 2e鐙切5ε甜 脚

早 勾 湿 駅 簿 本 量

　図 10に ig65〜1966年 の 3，4，5 月すな わ ち tree 　 seas 。 n

の 南 の 日を 除い lt： 過 5日の 平均 相対湿度 と花粉数との 関

係 を示 した ．又同期間内の 降承量 と花粉数 との 聞 係 を図

11｝こ示 し た ．図 10で は 雨が 降 らな け れ ぽ ，空 中花粉数は

湿 度が 高い 方が 多 くな る 可能性が 示 され，相関係数は O、
29で 僅か で は あ るが ，瓶 相関が 示 され た ．しか L80％／／

上 の 相 対 湿度で は 大体雨 に な ウ ， 度数が 少な くて 両者の

闘係は 萌 らか に され な か つ た ．図 11を み る と降水 量 3　oun

以 下 の 日 で は 花粉数は 200 個を越える 日 もあつ た が，花

粉数 の 少 な い 日が 多 くな り，降水 堆 3 踟ロ以下で は 花粉数

は ほ とん ど50餌以下に なる．そ の うち ヲ，の 日数で 正0個以

下 が 示 され た ．そ の 池花粉数と日照時間，気温，風速と

の 関係 も調 べ た が ， こ の 方法 で は あ きらか な相関は 示さ

れ な か つ た ．

　註） Calverla’s　s・1・ ti・ n の 組成 ： グ リセ リ ン 0．5cc，
95％ ア ル コ ール 10に ， 蒸溜水 15ml ，　フ ク シ ン 飽和水溶

液 2 滴．

　　　　　　　　　　考　 　案

　空中花粉濃度は 空気単位容積当 りの 数 を示 す の が 好 ま

しい が 、操作が 繁雑 で 日 常の 長期に わ た る調査に は 不適

当な の で ，一
般 には

一
定時間内に 単位面積内に 落下 した

花 粉数を 調ぺ る ス ラ イ ド・ガ ラ ス 法 で 大気 中濃度 を推定

して い る ．しか し花粉 の 落下数は花粉の 大きさ，形，比

重あ る い は 風向，風速な ど の 常 ｝こ 不 定，不 測 の 気象条 件

に よつ て 影 響 され るの で ，ス ラ イ ド ・ガ ラ ス 法で の 戒績

か ら空気単位容積当 りの 数は 特殊 な 場合以外 は 算定 さ

れ な い
！’）．Natienal　 P ・1！en 　 Survey　 Comlttee　 of 　 the

American 　Academy 　 ofAllergy で は ，1946年に Du τhum

らの 研究
z；／：s・・1÷）：n）1：基ず い て ．ス ラ イ ドガ ラ ス 法の 装置

そ の 他に
一

定 の 規約を設け ， 諸査方法の 統一を は か つ て

い る
6）．こ の 装置は 図 2 に 示 した よ うに ， ス ラ イ ド・ガ

ラ ス は 2inches上 方 に ，直 径 ginches の 円板 が あ る の で ，

相当激 し い 雨 で も ，
ス ラ イ b

’・ガ ラ ス は 洗わ れ な い が，

花粉 の 落 下 数 に は か な りの 制 限 を 受 け る こ とが 考えら

れ ， 実際に ，1946年以前 の 装置の 方が 0．92〜5．43の数を

示 した とい う報告 もあ る
の ，

　本調査で 使用 した 孤状花粉検索器 は 、 よ り小 さい の

N 工工
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で ，花粧の 落下 を妨げ る割合は 少ない が ，雨 に 洗わ れ る

可能性 は 大きい ．しか し雨 の 降つ て い る と きに は空中花

粉数 は 激減す る の で
2＃ ）23 ／’， 日中降 る 雨｝こ は 影響は 少な

く， 1 時的な， 特 に ヨ 中晴 ， 夜 闘騨雨 の 日な どは 人きな

影響 を 受け る と思 われ る．本調査で は 雨 の 日に は 花粉数

は 少な く，両検索器 で の 成績 に 明 らか な差 は な い 、樹木

の 季節 で の 雨の 降 らな い 日は 空中花紛数 は 日平 均相対湿

度 と僅か なが ら顧椡関 が 示 され た が ，8｛〕弩以上 の 日平均

相対湿度 で は 橡 とん ど雨に な り，花粉数との 関係は 明ら

か に し得ない ．開葯時 の 至適湿度が50〜80％に あ る と考

え る
e）

の が妥当か も知れ な い ．

　孤状花粉検索器で の 花粉捕促数は 米国の 標準花粉検索

器 で の 魚 よ り約 2 倍多く示 され た が ，花粉数測定方法 が

異なつ た た め に ，実諷1随 に は 大 きな 差 は ない よ うで あ

る．

　空中花紛に つ い て 詳細 に 検討 され て い る 米領 と 同様

に ，日 本 列 島 も北半球 温 帯地方 に あ るが，海洋 に か こ ま

れ，南北 ｝こ長 く連なつ て 位 置 し ， 気候が 春夏秋冬とい ち

じ る し く変化 し，そ の 間 に 梅 雨 期 が あ る こ とな ど に よ つ

て，植物の 分布，さらに 空中花粉 の 諸相に 園有の 変動が

与 え られ る筈 で ある ．

　東京都文京区や習志野市，ある い は 本調査で も，米国

の よ うに ，n
・
ee 　 season

， 9．　ra 　s＄ season お よび ragweed 　 or

weed 　seasan が あ り， 匿 して 同 じよ うに 変 動 して い るが ，

Vaughan らの 記載 と比 べ る と，詳細に わ たれ．ぼ ， い ろ

い ろ な 相 違 が み られ る ．

　す な わ ち，掘模原市 て の 調査 で は，ブタ ク † 花粉が 少

な く ，
Grass　season が 5 〜 6 月 よ り 9 〜10月が 主とな る

の で ，Weed 　 season と重な P ， 花粉 の 最盛期は 年 2 回 と

な つ て い る．最初 の 最盛期は 先 に 述べ た 第 1期 で ，
フ・

ギ ，ヒ ノ キ 属，マ ツ 属 ，カ バ ノ キ 科， ニ レ 科，ブナ 科な

ど の 樹木の 花粉か ら な り ， 米国の tree　season に 該当す

る が ，ス ギ に つ い て は 記 載が な く，ヒ ノ キ 風 マ ツ 属，

ヵ パ ノ キ 科 ，ニレ 科
．
ある い は フ

’
ナ 科・の もの も，多くは 種

が 異な つ て い る ．

　第 2 の 最盛期は 先述 の 第 3 期 で ，
イ ネ科 と ヨ モ ギ 属

を主 とす る草本 の 花粉 か らなつ て い る。イ ネ科の 季節

（grass　SL’asOTI ）は 米露や ドイ ツ で は 5 〜6 月で あるが，

こ の 時期 お よ び 8 月に ，欧米 で み られ る
L期

カ モ ガ ヤ

（DaCt 》
’lls　grommerata ）や エ ーノ コ P グ サ

，
メ ヒ シ バ な ど

がみ られ る，9 〜IO月の ス ス キや ス ズ メ ガ ヤ 属 ， トダ シ

バ ，チ カ ラ シ バ は Vaugan ら
1，
あ るい は Hansen ” ）

に ょ

つ て も記 載 され．て い な い ．イ ネ科 以 外 の 草本 　（Weed）

で は カ ナ ム グ ラ と第 2 期 の タ r ニ グサ 以外は プ タ タ t ，

ク フ モ ドキ，ヨ モ ギ （A ．princ ぐps），シ ロ ザ （Chenopo−

dium 　 aLbu （n ），ケ ア リ タ ソ ウ （e ．　 aitLbresioides ），ア ォ ビ

ニ （Amaranthus 　patulUt） な ど何れ も米国 の もの と種の

域 ま で 同 じで あ る，相漠原市 で の 花粉数 を 米国 と比べ る

と
E｝ 21 ） ，場 所 に も よる が，裸子 植物の 花粉 で は 少 な くは

な い が，その 他の 樹木の 花扮，イ ネ 科や その 他の 草本 の

花粉は
一一

殷に 少な い ，日本で もス ギ や ヒ ノ キ の 広範四に

わ た る 森林や ス ス キ の 原 もあ るが ，大陸 の 森林や 草原 と

比 べ る と，遙か に せ まい の で あ ろ う．

　相撲原地 方に 多い 空申花粉 の うち ，ス ギ や ス ス キ をは

じめ とす る イ ネ科花粉な どは 空中花粉 に つ い て も，病原

性あ るい は 抗原性に つ い て も，米国 の 文献 に み られな

い ，

　 こ れ ら以外 の マ ツ 科 ，
ヒ ノ キ科 ，

ニ レ 科， キ ク 科お よ

び 5 〜6月 の イ ネ 科花粉は ，欧米 で も多数飛散 し，マ ツ

科以外は 何れ も花粉症を 起すもの と し て 重視 されて い

る ．日本 の もの と種 が 異 な る もの も多い が ，同科あ る い

は 同属内，種類 に よ つ て は 同 目 「勺他科の 花粉間 ｝こ も共 通

抗原が あ る とい わ れ
1）， また 同種 の もの で も，日本の も

の と外国の もの とで
， 抗原性が 異 な る とい う報告 もある

の で ．日本 の 花粉 に つ い て も入 念 な 険討が 必要と思わ れ

る．

　 目本で も最近 日光市で の ス ギ 花扮症 や
9瀏

， 札幌市で

の カ モ ガ ヤ や オ 才 ア ワ ガ ； りな どの イ ネ科 の 花粉症 が 多

数 に 見出 され、その 他に も散発的な花扮症 の 報告が み ら

れ る
2t：te，．われわ れ もブ タ ク サ お よび カ モ ガ ヤ 花粉に 反

応 し て 起つ た ア レ ル ギー症 状 と，二 れ ら花粉 に 対す る皮

内 反 応陽性 の 気管支喘息患者に 起る瑞息発作 は，こ れ ら

花粉に よ る皮内反 応施行気管支糒息患 者に 起 る喘息発窪

に 比 し ， それ ぞ れ の 花粉飛散時期以後に増加す る こ とを

報告した
頃 ．

　 こ の 調査 で 廸の 報 告 に 比 し，特に 少 な い 花粉は ，ガ V

科 cr＞，pliaceae），カ ヤ ツ リ グ科 （C ｝
’
peraceae），オ パ 才

コ 科 （Plantaginaceae）や タ デ 科 （Pnlygonaceae）iなど

澄 潤地 を 好むもの で ある ，ブ タ ク サ も ヨ モ ギ よ りは 多湿

を 好 む とい わ れ る
1，，先述 し た よ うに 痞院周 囲に は 田 も

迢沢地 もない の で，こ れ ら花粉が少 な か つ た もの と思 わ

れ る．

　 以 上 1958年以来 ， 空中花粉に つ い て 観察 し，相模原市
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一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

降　矢　和　夫 61− （287）

に お け る主な空中花粉 は ほ ぼ 確定 された ， こ れ らの う

ち ，サ 7 ラ， コ ナ ラ 属，タ ケ
’

＝ グサ
， お よ び ヨ モ ギ属 な

どの 花粉が多数認め られ た の は ， 日本で は こ れが は じめ

て の よ うで あ る．また ，ス ギ や ス ス キ を は じめ とす る秋

の イネ科花粉は米国で は 少な い よ うで あ り， こ れ ら花粉

の 病原性ある い は 抗原性 に つ い て は 今後の 検討に ま た ね

ばな らな L 丶

　　　　　　　　　 結　 　語

1962年 】月か ら1963年 9 月まで 孤状花粉検索器を用い ，

ig65年 に は 米国の 標準花粉検索方法 に な らい ，神奈川県

相模原市国立相模原病院鑓内で ， 空中花粉に つ い て 調査

した ．

　1） 花粉総数の 変動は 年 4 期 に 分れ ， 2 月下旬か ら5

月中旬まで の ス ギ ，ヒ ノ キ属，マ ツ 属を主 とする樹木花

粉の 季節 ， 5 月下旬か ら 8 月中旬 まで の 比較的花粉 の 少

な い 季節，8 月下旬か ら工0月中旬まで の ス ス キ ，
チ カ ラ

シ バ ，ヨ モ ギ を 主 とす る比 較的花粉の 多い 季節 お よび 10

月下旬か ら翌 年の 2 月中旬 まで の ほ とん ど花粉の み られ

ない 季節となつ て い る ，

　 2） 落下花粉数の 多い の は ス ギ ，サ ワ ラ，ヒ ノ キ，ク

卩 マ ツ
，

ア カ マ ツ
，

ス ス キ お よ び ヨ モ ギ で．年度 に よつ

て は ク ヌ ギ，コ ナ ラ ，シ ラ カ シ ，ケ ヤ キ ，タ ケ ； グ サ ，

ヒ メ ジ ヨ オ ン お よ び チ カ ラ シ バ な ど も多 くみ られ る．

　3） 花粉飛散期問は 2 月下旬か ら10月中旬 まで で 、4

年間の 最高花粉数は 1％ 1年 4 月 1 口の 536個で あつ た ．

また 年度に よ つ て は 3月あ るい は 9 月に 年最高花粉数が

み られ た，

　4） 中庭の L 伽 の 高 さ と，屋 上 の IO．8皿 の 高 さ とで

の 花粉数 の 差 を 調べ たが，高 きに よ る 差は 花粉検索器を

置 い た 朋 囲 の 状況に よ り大きな 影響 を 受け る．

　5） 花粉 の 種類お よ び 飛散期間 に は 年度 に よ る大 きな

変化は み られない が ，花粉落下数 の 年度に よ る変動橡顕

著 で あ る，
「
6）　延状花粉検索器を用い た 成績 を ， 米国の 標準花粉

検索方法で 調査 した 成績 と比較す る と，ス ギ お よ び マ ツ

属開花期で は ，花粉捕堤数は 漂準花粉検索器 よ り，それ

ぞれ の 期間で L8 お よび 2．2借多 か つ た．しか し標本1乍

製 ， その 能鏡検方法などの 操作 に よ り， 標準花粉検索方

法 で の 成 績 よ りは L2 お よ び 1．4倍程度多い 成績 が 実際

上 得 られ た．

　7） 空中花粉数は晴れた 日に は 馬の 日よ りも多 く，曇

の 日に は 必 ず し も滅少せ ず，鰐が 降 らな け れ ば、花粉数

は 80％以下の 相対湿度 と相関係数0，29の 比較的砥い 順相

関 を 示 した ．

　稿 を 終 る に 臨み ，懈指導，碑 校閲 を た まわ つ た 東京 大

学 物 療 内 科，大 島 良 雄 教 授，
．
石 鯖 達 講 師 ，束 邦 大 学 薬学

部，幾瀬マサ 教授 ， 国立 相模 原病 院 ， 後藤 敏 夫 院 長 ，
ア

レ ル ギ
L− ・セ ソ タ

ー
主任杉 図和春博 士コそ の 他御協力下

さ つ た 方 々 に 深 く感認 致 し ます ．

　 （本文 の 要 旨 は 箒 ユ5回 ［［本 ア レ ル ギ
ー
学 会 総会 お よ び

第 31回 ヨ 本 温 泉 気 候 物 理 医 学 会 総 会 に お い て 報 告 し た ．）
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    In patients with  nephrotic  syndrome,  th'.re was  an  ex{remely  fluctuated serum  complement  level,
with  very  low  values  in seme  cases, Ho;s.evcr, the  cases,  "'ith  improved  proteinurias by steroid  tre-

atmentsln  v!tro  and  in vivo  has no  decrJasing eflkcts on  C'. 
'

    In the  initia} stage  of  subacute  nephrJtis,  C' remained  iow for prolonged periods of time,

    The  C' of  patients with  chronic  glornty:lonephritis with  frequent exacerbations  was  subnormal,  but
it temporarily  becafne nermal  durjng andl'or  imniediately after exacerbations.

    In patients with  lupus nephritis,  bot'n C' and  I.A, corr.'lated  well  with  their  clinical  states.

    Tonsillectorny was  not  followed by slg.iificant  decrease in C', C'1 and  l,A, values.

    Positive'correlation bet"teen C' and  I,A, found in this study  suggests  that the chaltges  of  C' result
frorn that  .of I.A,

Studies on  a  New  Therapeutic  Agent  ef  AIIergic Diseases, msAntigen

                                     Mernoe  Soeda

                   II Reseaicti InstituLe, TechnicaL R. &  D. Headquater, J.D.A.

    It is well  known  that  production of  tolerance in previgusly  imrnunized animals  has been ach{eved  only

after  iniection of  very  large doses of  antigen.  One  reason  for this diMculty may  be that circulating  anti-

body  may  combine  wilh  a  given dose  ofantigen  and  form antigen-antibody  complexeg  which  are  rapidly

removed  from the  circulatlen.  It also  seems  likely that  sticcessfu1  clinical  hyposemsitizatin of  atopic  patF
ents  may  be  analogous  to the  production of  telerance  in previously immunized  subjects.  In  an  attempt  to

follow up  the  fate of  such  complexes  after  their  removal  frem the  circulation, I have  searched  for urinaty
components  of  atopic  patients which  are  capable  of  causing  some  sero}ogical  reactions  with  their  sera,  I
have found out  ari  urinary  component,  namEd  MS-anti.rren, whlch  can  react  with  patients' sera  and  cause

precipitation rcaction,  It is also  capable  of  proclucing precipitin of  high  titers in anlmals  and  huTnans
when  it is injected at  proper  intervals, It has neither  skin  sensit{zing  properties nor  allergy  provoking
effect,  howeyer, clinical  hyposensitization can  be successfu11y  achieved  in various  atopic  patients by  repeat-

ed  injection of  auto-MS-antlgen.  Thls  substance  is non-toxic  and  can  be used  quite safely  for clinical
purposes. Over  100 atopic  patients with  asthma  bre"ch{ale, acute  and  chtonic  ulticaria, aliergic  rhinitis,

atopic  derrnatitis etc have been treaLed  in this way  with  signlficantly  favorable results.  Here I will  report

on  the  pattern ofprecipitln  production in animals  and  humans,  the  relationship  between  titers of  precipitin
production  in animals  and  humans, the  relationship  betss,een titers of  precipitin and  patients' clinical

coursc,  serological  typing  of  MS-antigens  and  the  favorable results  obtained  from clinical  applicatlon  of

ptfS-antigen.

A  Study  on  Pellinosis

                                     Kazuo  Furuya

               Atomosph{:ric Polien Survey  ifi Sagamihara  City, Kanagawa  Prefecture

        Depertment  of  Physical T"herapy and  Medicinc  School of  Medicine, University of  Tekyo

                              (Director: Prof. E'oshio Oshima)

                         AlleTg)' Cenlcr, Sagamlhara  National Hospital

                               (Director:Dr. KazuharaSugLta)

    Air born pollen survey  was  carried  out  at  Sagamihara  National Hospital in Sagarninara City,
gawa  PrJfecture ft-om ]960 to l963  and  in 1965.
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    1) There werc  4 poHinating  seasons  in a  ycar: a)  the  lst season  was  tlie tree  seasen  frem the end  of

Feb. Lo the mlcld}e  of  May  and  shewed  the highest peak  ef  pollEn conts  in the  4 seasons,  b) the  2nd was

from the  end  of  Tv'Iay to the  middle  of  Aug. and  showed  reratively  low cottnts,  c)  the  3rd was  fi'om the

end  of  Aug, Ie the  micldle  of  Oct. and  fa{rly many  pollens of  grasses and  vveecls  "'ere  counted,  d) the 
Llth

xvas  from the  end  of  Oct. to the niiddle  of  Feb, and  few pollens were  seen.

    2) Preclomlnant  pollen gTains were  Cvvbtomcriajar,otiica, C7tarnaesxPalFs sP.,  I'irtus sP.,  A{riscanthus sittensis,

and  Arternisia sP.,  and  in some  >'ears Zercowa serrata, (2ttercus sp., AIactv･a cerdata,  Erigeron sp., and  Peiinisetum

JaPemcum. .

   ･3) Polllna[lng pcriod began at the end  ot' Feb. and  cenlinued  till the niidclLe ef  Oct, evEry  year, The

highest peak of  pollen counts  during the  Rbove-}ncntioned  
il
 years xvas  found on  Aprll 1, l961, namely

536 po!Ien grains perlcm2.  ,

    4) Pollen counts  performed  at  the  helght of  l,4 m,  and  le.8 m  above  the  ground  diffet'ed soinetlmes,

and  it was  considered  to be infiueficed possibly by the  surround{ng  conditians.

    5) Spec{es of  pollens and  pol!inatlng period shovved  little change,  but pollen cot'ints changed  re-

markabl>r  accerding  to the  year.

    6> The  results  of po!len counts  using  our  pollen survey  devlce were  1,2-l.4 tiines higher than  those

using  the standard  sampling  pollen device,

    7) Pollen counts  were  more  abaundnt  on  fine days than  on  rainy  days, but on  cloudy  d,ays they  were

not  necessarily  few, Excludingrainy days, pollen, counts  had some  positlve,correlation with  relative

hurnidity below  809'C-,-

         Analysis of  Anti-Bradyidnin  Ant{body  and  the  Estimation  ef  Bradykinin
                                                  '
                                   Levels  in vivo

                                Yoshitaka  Miyanaga

                       
'Dcpt,

 of  Bactet'ivlogv, Nlppon  Medlca[ $choot

                           t'Director:  Pruf. Yoshitaml  Klmura)

                                Kehchi  Hashimoto

                    
'
 Dopl, of  Internal A{cdicine, Nippon  MedLcal- .Scheol

    Anti-bradvkinin rabbLt  serum  was  obtained  by iajec Ling bradykinin Ny'i'th cemplete  Freu'nd's adjuvaiit            '

 and  the antibody  was  an.alysed  by colurnn  chropsatograph>',  clecLrephoresis  and  ultra  centrifugation  and

 the  antibody  tlter was  estimated  by bradyklnin sensitized  red  cel] haernagglutination technique,

    Bradykinin levels in blood "'as  detcrrnined by bradykinin  sensitized  ted  cell  hemagglutinatlon

 inhibition test and  the tesults  obtalned  yvere  as fo11ows:

    1) Antibody fraction reacting  to bradykintn  was  eiuted  b>s DEAE  cellulose  column  chromatography

 vvith  e.l M  phosphate  bufi'er (pH 7,O) and  the  sensitized  red  cell  hae[nasrglutinatlon tlter ef  the  fi'action

 was  2560,

    2> This fraction seemed  to belong  to lgA b>' electrophoresis  and  {he  fi'action was  stable  to heat,     '

    3) By  the  analysis  ",ith  ultra  centrifugatlon  the  fraction -vas  found  to be cons:,sted with  t".o proteins;

 one  is 6S (80el.) and  thc other  is 13S (2e9.･U).

    4) Bradykinin levels in blood was  deter:nined b>' bradykinin sensl{ized  red  cell  haeinagglutlnatton

 inhibition test and  it "'as  demonstraed that  bradykinln level of  blood  in urticaria  pal{ents were  abeut

 10 holcls higheT (O,5-1,O rncgiml)  than  normal  human  sera.  Also the  bradykinin titeT was  found to be

 increased in the  same  sera  by  treating  wlth  trypsin.
          '

.


